
 

Ⅱ．法学部

履履修修ににつついいてて（（法法律律専専攻攻・・法法律律専専門門職職専専攻攻・・政政治治専専攻攻共共通通））

【【卒卒業業にに必必要要なな最最低低単単位位数数】】

いずれの専攻においても、本学に 年（ 学期）以上在学し、所定の単位を修得すれば卒業と認定し、法

学部にあっては、学士（法学）の学位が授与される。ただし、 ～ 年の各年次に 学期以上在学することが

必要である。卒業に要する単位数は下表のとおりである。

科目区分 法律専攻・法律専門職専攻・政治専攻

共通教育科目 単位以上

専門教育科目 単位以上

合計 単位以上

※ 共通教育科目及び専門教育科目から上の表のとおり単位を修得し、合計 単位以上修得すること。

なお、本学に 年（ 学期）以上在学し、 年次終了時における卒業を願い出た者については、卒業に必

要な所定の単位を修得し、かつ、 年次終了時において不合格科目を含む累積 が 以上である場合

には、卒業と認定し、法学部にあっては、学士（法学）の学位が授与される。

【【進進級級条条件件】】

進級の時期は各年度の初めとする。進級するには、いずれの専攻においても、各年次において 学期以上

在学することが必要である。また、 年次から 年次への進級には、次の条件を満たしていなければならな

い。

年次終了までに 学期以上在学し、卒業に必要な単位で 単位以上を修得すること。

【【専専攻攻のの変変更更】】

専攻ごとに欠員がある場合に限り、所定の手続・選考を経たうえで、専攻の変更を許可することがある。

専攻を変更するための資格、出願受付期間、出願手続、選考日程等については、別途公表される要項を参照

すること。

【【年年次次別別履履修修単単位位制制限限（（ 制制））】】

年次ごとに登録できる単位数が制限されているので、年次別の枠を超えて履修することはできない。（

参照）

【【検検定定・・資資格格試試験験にによよるる単単位位認認定定】】

下記の検定試験または資格試験に合格した者は、 年次または 年次の履修登録期間内に申請を行うこと

によって、次のとおり単位認定を受けることができる。（ 参照）

検定・資格 認定科目名 単位 評価

行政書士試験 法律学特殊講義Ⅱ（行政書士） （認定）

級知的財産管理技能検定 法律学特殊講義Ⅱ（ 級知的財産管理技能検定） （認定）

級知的財産管理技能検定 法律学特殊講義Ⅱ（ 級知的財産管理技能検定） （認定）

ビジネス実務法務検定試験 級 法律学特殊講義Ⅱ（ 級ビジネス実務法務検定） （認定）

ビジネス実務法務検定試験 級 法律学特殊講義Ⅱ（ 級ビジネス実務法務検定） （認定）

宅地建物取引士資格試験 法律学特殊講義Ⅱ（宅地建物取引士資格） （認定）

国会議員政策担当秘書資格試験 政治学特殊講義Ⅱ（国会議員政策担当秘書資格） （認定）

法学検定試験ベーシック（基礎）コース合格 法律学特殊講義Ⅱ（法学検定基礎） （認定）

法学検定試験スタンダード（中級）コース合格 法律学特殊講義Ⅱ（法学検定中級） （認定）

法学検定試験アドバンスト（上級）コース合格 法律学特殊講義Ⅱ（法学検定上級） （認定）

※ 上記の科目は、年次別履修単位制限のうちに含まれない。

※ 検定・資格試験による単位認定の上限は 単位とする。

※ 履修登録期間外の申請は受け付けない。
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【【卒卒業業認認定定・・学学位位授授与与方方針針 デディィププロロママ・・ポポリリシシーー 】】

ＡＡ 知知識識・・技技能能

①法律学および政治学に関する知識を修得した上で、その理論を理解し、説明することができる。

＜成果目標＞

Ａ １：基本的なアカデミック・スキルを身につける。

Ａ ２：法律学または政治学の基礎的な知識を身につける。

Ａ ３：法律学または政治学に関する主要な理論および概念、ならびに歴史的考察および比較考察等の基本

的な分析手法を修得する。

思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力

②上記の知識および能力を活用して、対立する利益を調整すること、および法的または政治的問題を発見

し、それらの論理的解決を図ることができる。

＜成果目標＞

Ｂ １：法的または政治的問題について、修得した知識および技能を活用してそれを分析し、解決すべき問

題の本質は何かを見いだすことができる。

Ｂ ２：上で見いだした問題について、論理的に解決を与えることができる。

Ｂ ３：上で導出した解決策を表明し、他者の説得を試みることができる。

主主体体性性をを保保持持ししつつつつ多多様様なな人人びびとととと協協働働ししてて学学ぶぶ態態度度

③価値観の多様化する現代社会を多角的に理解することができる。

④社会の構成員であることを自覚し、主体的にそこに参画する意欲をもつことができる。

＜成果目標＞

Ｃ １：常に様々な社会的事象に関心を持ち、それらに関する正確な情報の入手を心がける。

Ｃ ２：社会的価値の多様性を認識し、自身とは異なる価値観に対して敬意を払うことができる。

Ｃ ３：異なる価値観の者と協働することによって、問題の解決または利益の調整をはかることができる。

以上の教育目標を達成するために設けられた授業科目を履修して所定の単位を修得し、かつ、共通教育プロ

グラムにおいて所定の単位を修得した者に、学士（法学）の学位を授与します。
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【【教教育育課課程程のの編編成成・・実実施施方方針針 カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー 】】

専攻 科目群知識

卒業認定・学位授与方針

科目群の教育目標知識・技能
思考力・判断力・

表現力

主体性・多様性・

協働性

 

共
通

ｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ科目  ○     ○ ◎ ○
社会における法や政治の役割を認識

し、市民としての自覚を涵養する。

基礎演習 ◎ ○  ○   ○   法律学・政治学を学ぶために必要な

スキルを身につける。

ｷｬﾘｱ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ ○      ○ ○ ◎
自身を相対化する訓練をし、自身の

これからを考える。

法
律
専
攻

実定法科目  ○  ○ ◎ ○    
種々の法律について、その解釈・適用

を理解し、法的問題の解決能力を涵

養する。

基礎法科目   ◎   ○ ○ ○  
法の理論を理解するとともに、法を

歴史的または国際的比較の上で理解

する。

演習科目    ○ ◎ ○  ○  議論を通じて法的問題を解決する能

力を涵養する。

外書講読 法律 ○ ○ ◎    ○   外国語で法に関する文献を読むこと

で、比較法的な観点を身につける。

法律学特殊講義   ◎       
特定の法的問題とその解決および特

殊な法律の解釈･実践について理解

する。

法
律
専
門
職
専
攻

導入科目 ○ ◎   ○    ○
法律学の学習に必須である判例の読

解方法等を修得し、および、法的手続

の基礎を理解する。

基礎科目 ○ ◎ ○ ○      基本的な法律について、その解釈・適

用を確実に理解する。

演習科目     ○ ◎  ○ ○
基礎科目で身につけた能力を活用

し、議論を通じて法的問題を解決す

る能力を涵養する。

臨床演習科目     ○ ◎ ○  ○
実際の事例を使い、基礎科目で身に

つけた能力を活用し、法的問題を解

決する能力を涵養する。

展開科目  ◎  ○ ○   ○  
種々の法律について、その解釈・適用

を理解し、法的問題の解決能力を涵

養する。

政
治
専
攻

入門科目

基礎科目
 ◎ ○ ○ ○  政治学の基礎的な知識や政治的問題

を発見する方法を身につける。

演習Ⅰ   ○  ◎   ○ ○

政治的問題について、修得した知識・

手法を活用して論理的解決を与え、

それを議論や文章において的確に表

現する能力を身につける。

演習Ⅱ   ○   ◎  ○ ○  
政治史  ◎ ○ ○   ○   政治を理解する上での基礎となる政

治史の知識を身につける。

現状分析  ○ ◎ ○   ○   政治学の主要な理論・概念・分析手法

を修得する。

理論･思想  ○ ◎  ○   ○  
政治学の主要な理論・概念を修得し、

政治的問題に論理的解決を与える方

法を身につける。

主題別   ◎ ○ ○  ○   
様々な政治的問題に関する知識や、

それを分析するための理論・手法を

修得する。

ｵﾑﾆﾊﾞｽ･ｾﾐﾅｰ  ○ ◎  ○ ○  
様々な社会的事象に関心を持ち、政

治的問題を発見する方法を身につけ

る。

政治ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ
   ○    ○ ◎

他者と協働し、利害の調整や問題を

解決する能力を涵養する。

ｽﾀﾃﾞｨ･ﾍﾟｰﾊﾟｰ ○ ○ ◎ ○  
政治的問題について論理的解決を与

え、それを文章で的確に表現する能

力を身につける。

外書講読 政治  ○ ○    ○ ◎  外国語で政治に関する文献を読むこ

とで、政治を多角的に理解する。
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